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年度  
原著論文  

（件）  

研究課始名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名   名   

開緒  
姶了  祁 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

咽頒冷却カブと冷却水海流装置の開発  
と改良を継績的に行い．潅漁液温潅  

流圧、潅流速の自動制御が可能になつ た。ニホンザルを用いて10分で2℃以  
医療技術美   上脳遥が低下する‾とを確認したまた   

咽頭冷却は従来の摘冷却法に比べ循  
環蕃系への悪影響が少ないため集中  山陽新聞（21／3／24．21／6／5）、日経直美   

咽碩冷却による選択   用化総合研  β′ql 咽碩の病理検査では低温障害の発生を  ている唯一の治癒浣である。本研究は、 咽兢冷却法は脳を選択的に冷却するた  治療室等設備の整った拠点病院の少な  新聞（21乃／3）、NHK（21／5／19）等のメ丁イ アに 

0  2  3  0  47  30  3  0  0  

用を目的とした研究  19  21    武田 吉正  い地方にも普及しやすいとい入る。しの  軒  臨床試験が、蘇生時の瞳浣低下による  
床応用推應  ため咽韻冷却は、より安で果的な 蘇生医療を地方にも均等にかつ安価に  
研究）  床研究では30分で鼓膜温が0．7℃低 下することを観察した。平成20年康の多 施設臨床研究では心肺蘇生中に咽頬  もたらす可能性がある。   期的アイデアとして取り上げられた。   

冷却を施行し循環動鰍こ悪影響を与え  
ることなく早期に鼓膜温が低下すること  
を観察した。   

早産児が妊娠28退から光を知覚し、恒  
明環壌が体王増加を妨げ、明暗環撲が  

発育を促すことが知られている。また薪 生児▲中治療室NJCUの不規則な光凛  
光受容体メラノブシン   医療技術夷   
を制御する光フィル  用化総合研  填が楕朴神経発達に影響することも指   

0  3  2  0  ユ  3  8  0  l  
発達臨書を予防する  20  21    太田 英伸  
次世代人工床井睾の  床応用推進  

した2）夜間NICU全体の照明を過度に  響」放送・1）2010年4月1日 日本放送  
か、医療行為に適切な憶明環境を選ぶ  果、光フィルター保書善がN忙∪入院中  21（A■γOWho由．US′q）Sop．21．2）太田英伸  落とす環境と比較して 光フィルター保  協会 サイエンス・ZEROr時計遺伝子の   

肌発  研究）  のか、ジレンマが存在する。そこで我々 は保育器内を横察できる一方で、早産  
児が光を知覚できない特殊な光フィル  
ターを朋発し、良書羊に夜間装着するこ  
とにより人工昼夜を作成可能とした。   

る）。   

虚血性心疾患による心不全の痛感（こ心   

串汁壱のグループは造血性サイトカイ  
ンである腐蝕瑠コロニー刺激因子  本研究により得られた研究成果は、国  
（訂8nu】0く．河QCdony－S心l■仙l舶用f8Ct叩  我が国でも急性心筋梗塞愚者惣は欄加  

顆粒球コロニー刺激   医療技術実   G－CSF）が白血王蜜数の1曽加作用だけで  しており、G－CSF治療を受けられる患者  

因子（G－CSF）によ  ヽA   な 血管新生作抗ア  た可能な限り当研究機関のホーム   
数は膨大なのになると予れ。本 研究の成果は、市場における心不全冶  

20  2†      高野博之  療薬の製品観暗にも大きな変革をもた   0  2    2  2  0  0  0  

の効果と安全性に関  
する臨床研究  床応用推進  て血管新生や心筋細胞と血管細胞のア  、ふ らし医療経済にも好影響を及ぼすと期  

研究）  ポトーシスを抑制することにより心臓リモ  持される。   や心不全に対するG－CSFの効果と安全  
チ」ングを強力に抑制することを報告し  性が確認できれば、厚労音へ適応拡大  
た。また、心一針こ対するG－CSFの分子  の申請を進める予定である。   
機序を世界で初めて報告した。   の注射ですむため一般病院でも実施が  

可能である。  

本研究では，小児ステロイド感受性ネフ  

ローゼ症候群に対する初期治療法のエ め 
医療技術実  ビデンスを確立するたに、プレドニゾ ロン2ケ月（国際法）と6ケ月（長期法）投  小児ネフローゼ症候  

群に対する初期治療  用化総合研  与の多施設共同ランダム化比較試験を  
確立を目指した多施 設共同臨床研究と拡  

該当なし   5  10  0  0  10  10  0  8  0   

大嘘床！唖体制整備   療技術開発 研究）   

ゼ症候群の初期治療についての世界的 エビデンスを創出することが期待される  
が、その結果は日本のみならず世界の  

小児ネフローゼ愚者に対して還元するこ  
とが可能である。   
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（件ト  

研究課麹名  研究事凛   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開♯  和  
姶了  文   

待   

医療技術稟  一国のみでは、♯学的研究が困難で、  
シロリムスによるリン   用化総合研   EBMが得られにくい稀少疾患の臨床試  

19  21     中田 光    験を国際共同研究で行い、医師主導で 実施しえた一例で、この形の臨床試験  
験：MILEStパal  療技術開発  が今後の手本になると思われる。   家族が参加している。   

研究）  1月に結果が公表される。   る。   

MA8法は痙性斜頚の治療において他用  
MABまたは爪」SCl88侮rontbl∝k（筋感  

医療技術美  覚神経ブロック）法は低濃度の局所麻酔  

用化総合研  MA8法は比較的安価に一部の箭緊張  
乱造緊弘こ対するm  

0  0  0    Z  0  0  0   

uscloa汗orentblo Gk治療  19  21    究（臨床研 究・予防一治 療技術開発  のル が、より広範な使用が可能になると良い  

研究）   治療溝であり、その有効性と安全性を確  
と思われる。   

認できた。  後遺症の痙縮への使用できる可能性が  
ある。   

高度先進医療lこおける臨床試験でも安  

医療技術美  全性および有効性は十分に確保されて  
用化総合研  下肢静脈癖に対する  

血管内レーザー治療 の適正出力に関して  19  21    究く臨床研  笹兼吉朗  

けられるようになると考えられる。伏在 去と治効はとな 
るため、特記すべきことなし。   いた。今回の使用権認試験でも短期間 ではあるが、さらなる安全が確かめられ   

療技術開発  
研究）  静脈捷術療果同等り、よ り多くの愚者がその恩恵受けられるよ  

になると考えられる。  を  
うになると考えられる。   

肺悪性旺瘍に対するラジオ波焼灼療法  
医療技術実  

胸部悪性腫瘍のラジ  用化総合研  

オ波焼灼療法に関す る研究  19  21    究（臨床研 究・予l防・治 療技術開発  でのてい。こで． 症例、除外項目などの決定がなされた。  
研究）   行った。被験者の匿名性やデ「タのア ウトツ 

ーシングなどを行った。   いてはある程度検証されたものと思わ れ たという意味がある。   開されている。   
る。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課贈名  研究寧凛   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  
曲床的観点からの成果   ガイドライン等の的発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l絶  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 殿  

律   

策【相試験部分は9症例までを3×3浅  本治療法は高度先進医療あるいは時限  
医療技術美  JIV和：）SG（Japanht8N8n心m8l  
用化総合研   

R且di0logyinOncdogvStリdyG帆岬）に  

ラジオ波焼灼療法  
腎悪性性瘍lこ対する  19  21     三村 秀文  かった。しかし賃Ⅰ相試験分を含めて 1駕な有害事象の報告はなく、安全性  

研究）  についてはある程度検証されたといえ  
る。   

たという食味がある。   

「頬骨骨腫に対する紐皮的ラジオ波凝  「頬骨甘睡に対する紐皮的ラジオ波凝  
園療法」は1990年代前半に米国にて開 発された。それ以来、欧米ではこの治療  
に対する様々な報告がなされ、治療効  

医療技術実  
類甘骨陽に対する綾  用化総合研  果は76－100％、合併症発生率も31以下 と従来の治療法である「外科的切除術」 と比較しても遜色ないものであった 

療技術開発  
研究）   

皮的ラジオ波凝固療 法に関する研究  19  21    究（鴎床研 究・予防・治    遠藤啓音        。し かしこの治療j割こ対する前向き臨床試 験についての報告はなく、本研究の縮  
果が公表されれば世界初の本胎動こ対 する前向き臨床試験となり、本治療のエ ビデンス確立に大きく寄与すると考えら  

受できるようになると考えられる。   
れる。   

も宜伝活動を行っている。   

本邦におけるセンチネルリンパ節生検  
を広く普及させるために、98例のセンチ  

ネルリンパ節生検を施行した。全例で間  

医療技術実   惣なく同定、生検が可能であった。それ   インターネット（G00gk）で「悪性黒色腫」  

用化総合研  
の理由で初回治療入院期間は短鏑され   

悪性黒色隆における   ルリンいで  20104のい   ンチル」   
19  21    師井洋一  療技術開発  は、免疫染色を含めて病理診附＝重訂 をおいているが、補助診斬としての遺伝  

研究）  子診断の精度は高いものの．欧米では 疑Ⅷ性の高さが間鴨祝されている。今  
後は．他の臨床研究と比較しながら慎  

王に予後を検討したい。   乗の予後に関する検討が十分ではない  
ため、今後も観察が必要である。   

ⅣRは00しを考慮したがん治療を行う上  
でその有用性に大きな期待が持たれて  有効な1VRを臨床現場に効率的に導入  
いるが、これまで臨床試験による評価は  するためには、機器ならびに手技の行  
ほとんどない。本研究で多施設共同鴎  
床試験により緩和ⅠVRの評価を行ったこ   

有痛性悪性骨経瘍に   医療技術美  とは、先進的で意義の大きなものであ‘  臨床試験による科学的な評価を与える  「臨床的な使用確認試験」として計回さ  もおいて「緩和医療とⅣR」・「椎体形成   
対する総皮的サ形成  用化総合研  除外基準というものは、今後、有癌性骨 腫瘍に対する経皮的推体形成術を行う  

19  2l    究（臨床研  松井修  

鴎床試験に関する研  療技術開発  特に大きな問題を有していたが、今臥  ンスが示楼れれば、当該症例における   」ゝ  
究  研究）  る また 本研究で定めたプロトコール  床雷式験により緩和ⅠVRに科学的な評価を  績学会秋季臨床大軍では「iVRのエヒ丁         にアウトソーシン  る  標 的〉 5 の一つとして導入され  治療手技も、本治療における標準劇手  

浅に！碩基盤を整備したことはこの檀  つなげられれば、進行癌患者の首床症  
技になるものと考えられる。   状の改善、特にQOL向上に繋がる治療  

性の向上、公的研究麓の有効利用の上  体系を確立する上で極めて有用なもの  
で極めて大きな進歩であると考えられ  であると考えられる。   
る。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課蝮名  研究事業   研究者代表者虎  名  専門劇・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開  
始   

和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  匡l 内  国 際   願 取  

得   

医療技術実  乳癌検診の普及により早期乳がん発見  
早期乳癌へのラジオ  用化総合研  の機会が増えた。これに対応して従来  

特になし   健康提案雑誌「すこやかファミリー」21  
波枕灼療法の安全性 および有効性の評価  19  21    究（臨氏研 究・予防・治  年g月号に掲載された。   

療技術開発  組織学的評価により有効性を確認する  
研究）   ことができた。   

有癌性転移性骨隆飽こ対する繰皮的ラ ジオ波凝固療法は、すでに欧米の一部  本研究は高度医療評価制産の一環とし  
では日♯診療に用いられている。しか  

て行なわれており、適切な結果が得られ  

し、その安全性とl瘡床的有効性を前向  
た場合にはラジオ波凝固療法針の適応  

医療技術美  きの多施設共同研究により評価した研  拡大を図るための企薫からの申請資料  
転移性骨腫瘍に対す  用化総合研  に使用される予定である。この高度医療  

る紐皮的ラジオ波凝 固療法に関する研究  1g  21    東（臨床研 究・予防・治  評価制度から薬事承盟（その後は保険 いは進に行に鼠げ  

収載ある先医療移）  
57  6  0  0  0  0  0  0   

療技術開発  は極めて独創的なものであり、加えて本 研究により示されるデータは、現時点で  
最もエビデンスレベルの高いデータと言  るという方法はずバイス・ラグを解消す  

研究）   る上で重要な施策である。本研究はそ  

える。このため、本研究縮果は、今後の 有癌性転移性骨腫瘍に対する治療法の  の一旦を担い、かつ症例登錬も終7間  

発達に大きく寄与するものと思われる。   
近であるため、本制度の普及に大きく寄  

可能性がある。   
与したものと考えられる。   

固形癌のリンパ節転移が最初のリンパ  センチネルリンパ節生検に用いるトレー  

臨床的リンパ節転移  医療技術美  
陰性■癌に対するセ  流を受けるセンチれレリンパ1附こ最初 の転移が発生するという理論は、所属リ ンパ節のがん転移防御機構、フィルター 機能に基づく仮説であり 
検の安全性に関する  ンチネルリンパ節生  多施設共同臨床瓢験  19  21   用化総合研 究（臨床研 究・予防・治 療技術開発 研究）  北川 雄光      、これまで乳癌 や悪性黒色睡など一部の腫瘍で検証さ れてきた。本研究では複雑で多彩なリン パ流を有する消化菩管嘱の 

一つである T癌においてこの理論が成立することを 示した点で画期的である 定できることが確認され、今後乳癌、愁   
性黒色賭に加えて薬事承認されること  

。   判明した。   が期待される。   れる。   

H2l．5．12高度医療評価会議にて、試験  

の結果が報告され、使用薬剤の適応拡  
大に関し、公知申請がなされた。その縮  
果、色素2檀及び剛2種の保険適用拡大  

臨床的腋蔑リンパ節  医療技術美  既に他領域では使用されているものの、  
H22．3．13臨床研究シンポジウム（厚生労  

転移陰性の旅先性乳   用化総合研   センチネルリンパ節生検での臨床デー  不要なリン節郭清を減らすことで語 のリンパ浮腫や上肢挙上田難を低威す      に即し、薬承認得られ、H21、9、10 の先進医療専門家会餞において、それ  色素とRIの保険適用拡大に関する薬事   働科学研究成果発表会：於日本医師会 棺）において成果の発表を行った 
。日本 乳癌学会総会．会員向けニュースレター  

全性に関する多施設  19  21     中村清音  及び用2檀の保険通用拡大が認められ  
共同臨氏試験  研究）  た。   手簡する。   実施が適切と判断される症例において  の一都は、医療関連の新聞、雑誌等で  

実施すること②症例の選択にあたって  も適宜報道された。   

は、最新の関連ガイドラインを参照し、  
適応について十分な検討を行うことが付  
記された。   
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課麺名  研究事礫   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

間終  
姶丁  和 文  英 文 等  和 文  美 文 等  国 内  匝 際   臓 取  

得   

マスコミや公開シンポジウムのテーマと  

我が国におけるドーパミン作動巣の泊  
療抵抗性うつ病に対するエビデンスは  
非常に乏しかったが、オープン繍に  

抗パーキンソン病某   医療技術実  
（ドーパミン作動菜）  用化ガ合研   よって非紺こ有効であることを強く示唆   

21  21     功刀 浩  
を検l正するブロトコー  

などに適応拡大することを考慮さ  づいた研究代表者による少なくとも3回  

ルの作成  療技術開発  治性うつ痛を対象とした抗パ 
研究）  バミン作動性薬物が抗うつ・抗不安効果 をもち、その際、臓由来神経栄養因子シ  

グナルが関与すること孝示したのも新し い。   肴の福音となろう。   
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特  

年度  
原書儀文  

（件）  

研究課懸名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的輯点からの成果   その他のインパクト  出  

開l領  和 文  英 文  
始了  等   

得   

医療技術夷  ミノマイシンにこゐような神経租作用  
脳梗塞急性期におけ  用化総合研  
るミノサイタリンの脳  

ロトコール作成研究   することになると思われます。   
研究）   保護作用についての 臨床研究に対するプ   21  21    究（臨床研 究一予防・治 療技術開発   高徳毅   が発見されたことはすばらしいことであ リます。しかも、30年以上も日本で使用 されてきた薬であり、副作用も少なく脳 卒中急性期でも安心して使用することが できます。   

今後も努力しなければならない．   

小児期にチック症状（運動チック・音声 チック〉で発症するトウレット症候群（TS）  

は∵希に成人期に激しく奇異な不随意  

難治性不随意運動症  医療技術実  
扶を伴うトウレット症  用化総合研  

刺激の有用性に関す  療技術開発  侯群に対する瞳深部  る多施設共同研究  21  21    究（臨床研 究・予防・治   

研究）   

情動機能への安全性を評価するため  療法の我が包への早期導入が求めら れている。本研究により、我が国lこおけ るTSの医療ニーズの調査、及びDBSの TSの不随意運動に対する効果と認知・   
トコルが作成された。   の、二重t検多施設共同臨床研究プロ  

外科学会指定施設中約6劃の施設で  MRSAの術後感染症は、約15年ほど前  
MRSAに対するスクリーニングが行われ  MRSAに関する除菌操作は、現在も外来  
ており、7¢．8％の施設で術前除菌操作  最新のCt〕Cのガイドラインでは、MRSA には 

が行われているが、外科学会としてのガ  躇床的には、今回の結果では、後ろ向き   対する除菌、必要最低限に留める  る。しかし、逆にそのために訴訟対策と   

メチシリン耐性ヰ色ブ  医療技術美   
感染非発症保菌者であっても術前の除 菌操作を行っている施設があり、医療経  

ドゥ秤菌（MRSA）の  
き研究では症例数が少ないが、術前  発生率に有意姜を認めなかったが、今  関しても、推奨はなされていない。我々  とMRSA除菌を行っている施設も多々詑  

a8ib裾bStudy   
外科手術術前除菌操 件の是非に関するF8   21  2T    澤 芳樹  かった。また、前向き研究では、MRSA  則することは．漫然と行われている  前鼻腔喝破MRSA除菌操作が有用であ  ングならびに術前除菌のガイドラインを  

研究）  た場合に、スクリーニング、除菌操作が 保険診療となる可能性もあり 
数が少ないために解析が不可能であっ  
た。これらのことより、今後大規模多施  、そうなれ ぱ、無駄な医ま善が削減でき、健全な医 療行政が行われると考えられる 。  

設研究を行い、十分な統計解析を行え  多施設研究の際には公開シンポジウム  
る症例数を確保する必要がある。   などを行いたいと考えている。   

日本人に対する難治性の非神経屈性・  
割線因性妹尾筋過活動に対するA型ポ  

高齢者の切迫性尿失  これまでの治療法では治療が難しい高  2010年4月22日発行のMedic81Tribun8  

禁に対する膀胱壁内  齢者の腹圧性と切迫性尿失禁に対し  vol．4．N0．18p55「高齢者の切迫性尿失  

A型ボツリヌストキシ  
て、新規治療法を提案できbこれらの  禁、着脱損傷患者の排尿筋過活動に有  

付こなし  効」という見出しで取り上げられた。ま  

臨床試験と腹圧性尿  ン注入療法の多施設   た、2010年10月1日に開催される第17回  

失禁に対する新規治  菊夫．A型ポッリヌスキ兼膀胱堂内注入  日本排尿機能学会のシンポジウムにて  

療法の納発   療法の脚的方法と有効性は？E【州  研究協力者の野尻佳克と仙石渡が研究  
泌尿器科疾患の治療．342－347．2l．  成果を報告する予定である。   

胞移植治療に関しては、臨床応用へ進  
められる方法論を確立できた。   
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特  

年度  
原書論文  

（件）  

研究課贈名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l終  
名  

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 琴  回 内  回 際   願 取  
得   

グレリンの病態生理学的意義の解明や  
高齢者医療と生活の賞（QOU改善に対 する臨床応用を目指し 発明名称デスアシルグレリン及びその 誘導体を有効成分とする脊髄神経修復  

、以下の基礎的  
研究成果を待た。1）グレリンは心筋梗塞 の治療に有用、2）拒食症の檀矧こよリ  促進治療剤（特許番  

号PCT／JP19／065769）、発明名称：グレ  

高齢者医療とQOL改  グレリンの摂食扶起効果が異なる、3）加  リン及びその誘導休又は成長ホルモン  

善に対するグレリン の臨床応用とその基  該当なし  分泌促進因子レセプター187ゴニストを  
有効成分とする慢性呼吸箋感染症治療  

盤的研究   低下および褐色牌．妨細線の機能低下に グレリン／グレリン受容体系が主要、4）グ  
レリン過剰発現モデルマウス作出に成  刺（特許番号特願20－88324号）．発明  

功、5）グレリンは高齢ラットにおけるステ  
名称：加療中動物の回復促進治療剤（特  

ロイド誘導性筋萎縮を抑制、6）グレリン  
評者号：特願20Tか8557）他2件21Jnter  

は血圧、体温および消化管運動などの  
Na扇0nalSymposiumonGhr81in．Nov  

00」維持に対する新規治療法が期待で  
1β－】9．21□   

自律神権機能に重要   きる。   

章であり，これを促進することで家事緩  
助などにかかっている糞用を削減できる  
可能性があると考えられた．   

本研究の成果は、組織癒着や関節拘錮  

舵争力の獲得に多大な貢献が期待でき  
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特  

年度  
原著論文  

く件）  

研究課鰯名  研究書礫   研究者代表者氏  名  専門的・学術的嘲点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  

開l絶  
名  和  

姶了  文   
得   

外来診療の現場で変形性関節症の王  
汎用超音波診断装置のメカニカル3Dス  

短音波を用いた非漫  

に関する研究   

高いと考えられた。  
襲膝関節軟サ3次元 定圭診断装モの開発   1g  21  長嚢科学総 合研究  中村耕三   キヤン機能をペースにし．超音波ブロー プの走査角度を回転型エンコーダから 得て．これを超音波診断装モに漉すこと により膝軟サの断層同性が収集するこ とが可能であった。これらの超音波画像 を三次元的に配列し、関節軟骨領域を 抽出後、測定した三次元的関節軟骨厚 は、CT画像やMRI図像にを用いた測定 値とのr軌こ有意な相関があり、超音波 による湘節飲骨厚測定は精度が非掛こ  

的に行うことができるようになる可能性  が十分に期待される。   
を有すると考える。   

歯周病細菌であるPg菌に注目して，そ  
口腔内細菌叢の変化  

医療経済性の向上のために．Pg菌に対  

を指標にした後期席  れに対する血清kG抗体価の歯周病診 断のための基準檀の設定を試み結実．  

予知診厭システムの  齢者の老人性肺炎の  開発  19  21  長寿科学総 合研究  高柴 正信     カットオフ価を1．682に設定できた。誤機 性肺炎の発症と歯摘病原細菌に対する 血中I 
gG抗体価のレベルは．統計学的  

に関連する可能性が示された。   
を‡Tち出せた。   

要介護高齢者では、従来から行われて いる唾液検査が実施国燕な場合が多い  
ため 
、新たな評価方法が必要であるが、 今回の研究で用いた唾液湿潤座検査  

は、要介護高齢者でも応用可能で、客  介護予防事業において、口腔機能向上  
プログラム作成をする際に、高齢者の口  

唾液を指標とした口  観的な口腔乾煉扶絶と摂食樵下性能が 評価できた 
腔機能向上プロゲラ ム作成  19  21  長寿科学総 合研究  柿木 良明        。唾液の分布や物性、関連 担子が口腔機能の状況と関わる可能性  ことが示されたことから、高齢者におけ  

る口腔乾燥症状態は、口腔綾能向上  
が示唆されたことから、非襲侵で採取お  
よび解析できる唾液を応用した口腔機  

サービスや高齢者医療においても考慮  

れらの結果は、高齢者では口腔乾煉状  
すべきと考えられた。   唾液の重要性に関する啓発を行った。   

能の客観的評価を口腔機能向上プログ ラム成に生かすことができると考えら  
作 れ 
た。   が示唆された。   

研究1）栄養の介入が創傷、特に靖瘡の  
治療を促進するか否かについてR（）Tで  研究1）高齢者社会にとって栄養は重要  

禰瘡の予防と治動こ  
関する研究1）栄養  介入の効果の検討、 2）保護機材の効果  は画期的な研究成果と言える。研究2） にいてバッドの安全性と  
の検討   

用性が認められたことは、高機能マット レスと併用すれば体位変換をしなくても  お局所保護有  
よい可能性があり、禰瘡の治療概念を  

がる可能性があり、行政的に重要な－  

位変換をしなくてもよいという可能性に  石を投じるものである。   表予定となっている。   

変えるものと考えられる。   繋がり、l蕗床的に有意義である。   
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年度  
原著論文  

（件）  

研究課憤名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名   名   

開終  和  
始了  文   

得   

口腔機能の維持・向上の重要性は介護  

肺炎の発症には、プラークの付着状態 など口腔内状態との関連は明確ではな  
かった。一方、摂食喋下機能陣嘗すな セン  
わち誤隙を疑うアスメト項目におい  本テーマを検討するためのシンポジウム  

アの際の姿勢の保持や開口の保持な  口腔ケア・マネジメン  19  21  具象科学総  赤川 安正      て有意な関連を示したさらに口腔ケ  

ど、口腔ケアを安全tこ効果的に行うこと  紙が採用された。   

ができるような配慮が王事であることが  
示された。   た口腔機簡向上の取り組みに向けた焉  

一歩にしたいと考えている。   

国立長寿医療センターでは創傷皮膚科 ベ 
褐瘡創面の†細を的確に浅み取り必要  

苧をースに診療をしているが、治癒期  
間は今まで良好と報告された期間のお  

とされる禰瘡診療を提供するため、客観 的かつ科学的な記述方法である記覿潰  

創傷皮膚科学の柵立   ヰ学と創表面蛋白質解析を研究の両輪 に据え、両者を病理学的な研究によって  

19  21  長寿科学総  磯貝 善蔵       関連づける創傷皮膚科早と呼ぷ学問体 系を肘立した。創表面細胞外マトリック  
る研究  ス空白貴を解析する方法を新規に開発  

し由来も含めて生化学的マーカーとして  

の意義を検討した。その過程で肉租 織に関する新たな知見が見いだされたp   芽  
収♯し、行政的施策の基礎となるように  
している（投稿中）。   介護者に広く伝えていく。   

これまで、予防あるいは介護給付を必  
要介護認定デーータから、要介護高齢者 を「予防王扱高齢者群」と「介護王現高  

妻とする＃のスクリーニングに際しての 手法として同期分析を用いた例はなく、 本研究で初めて実施された 
在宅および施設にお   。この結果、   
ナる重介護・要支援  要介護認定データのみで、高齢者を「予  比較すると、繰年的に改善する可能性  ンを開発している途上にあるなおこ  の参考とされた また 介護および予防  報告さにも、この角度指標に関する諦   
サービス王を推定す  19  21  長＃科学超  筒井孝子  

るモデルの開発に関  
する研究  

群」に分類することができた。また、経年  が確立できたことは、予防効果が高い群  人保腱健康増進等事業「地域包括支援  
分析の応用は独創的であり、これにつ  

センターの総合評価に関する研究（研究  かを介護報酬における成果 

いては，現在、論文を投稿中である。   
当該ガイドラインは、鼠立保確度療科学 院で美穂される都道府県等の介護保険 捏当職■に伝達する予定である 

。   達した。   

日本人を代表する■団（循環署基礎研  
査対象者）の長期追跡研究NIPPON  本研究で明らかになった食塩摂取量と  
DATA80・90と、同時に実施された国民  本研究における解析結果から、ADL低 下リスクと関連が強かった血圧値、喫煙  NIPPONDATAからの知見はこれまで、 日本動脈硬化学会ガイドラインにおける  

食生活・栄養素抜取   循環峯疾患リスク評価チャートの活用な ど各檀ガイドラインにおける亀重なエビ   
状況が高齢者の健康  活動作仏DU、循環者疾患死亡等の健  らに、循環着疾患死亡リスクとの関連が  デンスとなっている 今回明らかになっ  も簡便に自らの健康リスクを評価できる  研究のこれまでの知見をまとめた著書   

l  34  5  l  22  3  0  0  0  

関する研究：NIPPO  合研究  了9  21  長＃科学総  上島 弘胴  

N DATA 80・90  食塩摂取によるADL低下リスクおよび循  王、野菜 
の追跡調査  の関連の知見 および作成されたリス   

下などの結果が得られ、初めての国民  のリスク評価チャートは、日常診療の現  腱指導の場においても活用可能であ  Ep舶midoEyの特集号‘‘NIPPON  
や健康施策立案に活用されることが期 待できる。   DATA80／90Nu扇心onStudy”として  

ほか美文論文34絹を含む多くの知見を  2010年3月に出版した。   

国際誌などに発表した。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課蛤名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的葡点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l絶  
和  

始て  文   
律   

本研究の成果は．計画的な夜間・早朝 訪問看護の提供体制を地域単位でシス  
先行研究を踏まえ、24時間の訪問看護  
体制の構築に必要なエビデンスを体系  

複数の訪問看護ス  テム化するための方法強の明確化とそ  
テーションによる地域  の効果検証を行ったことである。近年，  

単位の24時間訪問 介護・書護の効果的・  

効率的な実施方法の  に、地域においても時間帯を問わず医 療を提供する必要性が高まっている。本  

開発研究   研究は、今後さらに必葉性が高まると考  
えられる、地域医療システムの充実に  ある地域特性に応じたケアシステム穐  
斉藤し得る研究である。   された。   

ドライン（てぴき）を作成した。   集方法の明確化に向けた足がかりと  
なった。   

健康科学・経済学，社会学など複合的  
字術領域にまたがる包括的測定項目  
とノくネル構造を有する、比較的大規模  本体胡査（一ツ橋大草・経済産業研嚢  
データであり、また海外の姉妹研究讃董  所「くらしと健康」調査）と共同で、すでに  

社会経；斉的格差と高  
であるH朗柑1卯dRo肩帽mOnt乱川8yな  策1回調査のサマリーを経済産業研究  

慎、医療介護資源利  
鈴音の健康．生活習   該当しない  所ホームページを通じて公開したとこ  
用に関する検討   匿名化を施したうえで収集データを公開  ろ、5万件を超えるアクセスが国内外の  

利用に付することで、社会疫学や社会  学術機関・政府関連機関などから待ら  
保障・高齢者就労の経済学分析などを  れている。   
飛躍的に進める基盤となることが期待さ  
れる。   

本研究では、先行研究や各級政府統計  
医療福祉介護車凛者の第三者評価は、  
医療樹斯こおいては、平成9年から病院  

資料等から、諸外国並びにわが国にお  

ける近年の高齢者ケア政策等の実態を 把握し．コンプライアンス経営の有無や  

介護保険施設こおけ  介護保険施設または恒性期医療を提供  

研究   概念ヰ入について、全国介護老人保健  
るマネジメント理論の 展朋に関する実証的   19  21  長寿科学総 合研究  小山秀夫       する医療機関における社会的責任等の  施設協会会見施設および日本慢性期医  

療協会会員施設への調査を行い、調査  
に三こ の方策からも明らかであり、第三者評価  

重要であることが整理できた。   
結果からコンプライアンス経営が棲めて  

とが明らかになった。   や情報公暁制度は今後も推進されるこ  
とが重要と考えられた。   

全国の在宅療養支線診療所の実應を  
調査することにより、診療所における在  
宅医療の現状を傭勤し、在宅療養支践  

入院医療と在宅ケア  
特になし。   特になし。   0  0  9  0    0  0  0  0   のあり方に関する沸 査研究  19  21  長♯科学應 合研究  加知輝彦     診療所の多くは♯勤医が1皐の無床診 療所であり、1か月に1D名前後の訪問 診療と1一－4件の緊急往診に応じ、在宅  

での看取り教は1か月に1－4名が多い  
ことがわかったが、診療所憫の差が大  

指導や社会資源の導入などの調整も1  
きいことも明らかになった。   婁であることが示された。   
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開l鶉  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  囲 際   、願 】取  

得   

リハ医学・医療の質向上に向けた成果  厚生労働行政上の課矧こおける成果と し 
として．多施設参加型の5000例を担える  多施設から臨床事例のリハ診療データ  日本リハビリテーション医学会の臨床研   て．1）平成20年度の診僚報酬改訂の   

（20年）の下記のシンポジウム等で報告 した 

．近藤克則「医療・介護保険制度改 革とリハビリテーション医学の課題」（敷  
育漬決）山鹿直紀夫「脳卒中の地域連  

リハビリテーション患 香子ータ′くンク（D即 の開発  19  21  長寿科学総  近藤克則  
中リハビリテーションデータベースと高齢 舌の地域リハビリテーション」（シンポジ  

ウム「高齢化社会における00L向上の 方策一地域連携システムの構築に果た すリハビリテーションの役割j）   

た，   捷出された．   

同意の得られたl琶車中愚者を病型別に  
脳卒中の新規発症患者について、入院  
時の王症度とリハビリ後の自立度につ  予後追跡調査の結果、脳卒中治療体制 にハビテ 

いて比級検討した結果、王症入院者で  
自立康が回復した看が7％、反対に軽  人年対）は75．8、新規発症では60、0で  リテーションを経た後の予後をこより長  青の基調講演に引き琉いて、3名の演者  

介互引t報を活用した   地区で善が認められず、両地区におけ   

に及ぼす影響に関す  19  21  長舞科学総  小川 彰  

る大規模研究  

間が5年の脳卒中発症躍（千人年対）  反対に軽症入院者で自立度が低下した  る。また、既存のコホート研究を継績す  （農漁村地区）で入院時の量症腐が高い 傾向にあり、両地域lこおける急性期病 院での治療内容に善がないことから、息 性期治療を行う医療施設へのアクセス や社会経済的影響が示唆された 
明らかにした。   中患者の予後改善に大きな影響を与え  。   

ることが考えられる。   

開眼片脚起立時間測定は、片脚起立時  
間が10mの¶m匂dUp鋸1dGo  

開眼片柳起立時帆こ  t8St（TUG）と良く相関し、歩行速度も速  

よる高齢者元気度区  く、高齢者における元気度評価に有用で  
脚艮片脚起立運動に関して以下のマス  

分と転倒・サ折調査、   あることが分かった。また†分間＝ヨ3回   
コミに取り上げられた。TV：NHK総合・  

の開眼片柳起立運動訓練（DF運軌）が  運動を実施すればl耶艮片脚起立時Ⅷが  導する「ロコモーティブシンドローム」の  
8STVフジTゾTV朝日（2010ユー8スー   

並びに片脚起立15  
19  21  長寿科学総  阪本桂遥  

パーモーニンゲ）新聞：日本経済新聞、   

関根片柳起立運動訓  る虚弱後期高齢者に実施した場合、転  
2  8  4  0  3  3  0  0  l  

倒吉敷の減少、関根片脚起立時間の延  
言）t（2010▲2．25今日の健康）日医  

線による甘折予防へ  
の無作為化介入調査  長で統計学的に有意性を示したことによ  ニュース（21．3．20）雑誌二主婦の友社、毎  

に関する研究  リ、転倒に起因した甘折予防に効果が  
日が健康など   

期待されるが、今回の介入試験では骨  
折予防への有意性は示されなかった。   

本計測技術は，執務鏡視下環境ではあ  
るが、同一のレーザー照射から軟骨の にして 

横能評価関、一度に多くの情報 （粘弾性特性．軟骨層の厚さ、コラーゲ  本計測技術による臨床データの蓄積、  

変形性関節症の病態  
並びに現在臨床で使用されているMRJ  

把複と治療効果判定   
ンの分子穐毎の王的比較、組織の均一   

19  21  長寿科学総  佐藤 正人  
機能診断システムの  
開発  

の斬をサの状 学特性に基づいて、低侵襲に定王的評  
が他のモダリティにはない優れ点であ   

ものと考える。   
価が可能な新規の軟骨機能診断法とし て捷案できるレベルまで達成でき 

た。   
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開  和 文  英 文  
姶   等   

待   

臨床現場では正動こ近い再建術を行う  
ことは困難である。また移欄に人工靭  

サ形成蛋白であるBon8Morphogo㈹dc  
関節構成支持体（靭  

帯、半月板）嬢傷lこ対  Pr血in（8MP）を使用することによって、 靭儒を骨および軟骨に誘導することが  

としない租織再生と  する細胞移植を必要  臨床応用の研究  20  21  長寿科学総 合研究  橋本祐介     できることを動物レベルで明らかとなつ た。細胞移絶を用いると美大な費用が かかるが 
、サイトカインのみで正掛こ近  

い再建が出来ることは意♯深い。  
善が課矩である。   

験含め、臨床応用が可能となる研究を が 
行う必要ある。   

SIP受容体をターゲットとした菜刑は、内 因性の調節榛‡云を利用するためビス  

本研究ではi粗琵症モデル動物雇用い  

た実験により、SIPl受容体アゴニストお  

血中脂質メディエー  よぴSIP2受容体アンタゴニストが骨吸 収抑制に極めて有用であることが示さ れた。これらは、SIPによる破廿前駆細  本経済新陽にて21年2月9日の夕刊で  

開発とその臨床応用   ターを標的とした新規 の甘粗軽症治療薬の   21  21  長寿科学蘭 合研究  石井 獲       他の追走・位置決めといった、これまで とは全く異なるコンセプトによる骨代謝 調整機構であり．破骨細胞前駆細胞の サ組織への流入出／〈ランスという内国  
を受け、21年5月9El同番組「骨組完症  

性の調節機転を利用する新しい骨相無 症治療薬の開発へ道を拓くものである 
。  

ることが可能となる。   開発を行っていく封一回としている。   

臨床の場で広く用いら九るNSAIDsであ  
プロスタグランジン（PG）類の産生を抑  

制する非ステロイド性抗炎症某  
（NSAIDs）がアルツハイマー病（AD）の  ADは高齢化社会とともにその発症率が  

アルツハイマー病巣  進行を抑えることが疫学的に示されてい  増え、変性性認知症の中でも発症頻度  
るが、PG類産生とAロ進行との醐遵につ  の高い疾患であるが、この疾患に対する  

での膜結合型プロス タグランジン∈合成酢 兼1の生物学的・鴎  

床医学的焉欄の解析   COX－2の下流で働く．膜縮合型プロスタ  誌で取り上げられた。   
グランジン（PG）E合成酵素mPGES－1を  の巾PG∈S－1阻害剤が有効である可能  
介し産生されるPGE2が、ミクロダリアの  性が強く示唆された点の意義は大きい。   
活性化や神経和地死を引き起こし、AD  
の進行に深く関与することを示した。   

きい。   

アルツハイマー病はタウ蛋白異満とアミ ロイド蛋白異常の両方の病態を持つ，タ ウ蛋白トランスジェニツクマウスとアミロ イドトランスジェニックマウスを用いて神 緒細胞移植を行った 
量長類胚性幹細胞を  。ES細胞に造血支 すPA8細と成 

もちいた認知症、7ル  拝能を有る胞共養後、線 細子とらにして  

特記すべきことなし   0    0  ○  2      D  P   
る新規治療法朋儲に  
関する研究   ツハイマー病に対す    19  21  認知症対儀 総合研究  鈴木 童        維芽胞増殖因さ埼蓋神 経幹細胞を増殖させ眞接海馬に移檀し た。移植絹地は海馬内でVGAT◆、 SYn叩血l・PSD95＋となり、海鳥神経の 性質を持つGA8ん18rg■Gな郷胞に分化し た後 

、シナプス形成と神纏ネットワーク の再構築が起こることが明らかになっ  
た 
。   
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